
２ 試験研究事業 
 

事前打ち合わせ・試験内容の確認
（電話・メール等）

事前に希望期日や試験内容について打ち合わせをさせてい
ただきます。問い合わせ先は以下をご参照ください。

電話：042-400-3000
メール：center-info@rime.jp

試験実施可能日、費用見積の連絡
（メール等）

事前打ち合わせの内容に基づいて、試験担当者より試験実
施可能日を連絡させていただきます。

また、ご希望のお客様には見積書をメールにて送付させて
いただきます。

依頼試験申込書／
施設利用試験申込書の提出

試験品の発送
（宅配便・持ち込み等）

依頼試験／施設利用試験の実施

試験証明書の送付
（メール／郵送）

請求書の送付
（メール／郵送）

ページ上部より、依頼試験申込書又は施設利用試験申込書
をダウンロードしていただき、必要事項のご記入をお願いい
たします。
試験実施日1週間前までを目途に、メール等にて担当者宛に
申込書をご提出ください。

試験実施日までにRIMEに到着するよう試験品の発送をお願
いいたします。

大型であったり、発送が難しい試験品の場合は当日の持ち
込みでも問題ございません。

打ち合わせした内容に基づき、依頼試験／施設利用試験を
実施いたします。

試験結果に基づき、試験証明書（試験成績書／試験実施証
明書／施設利用試験証明書）を送付いたします。

書面発行の場合は郵送、電子発行の場合はメールにて送付
いたします。

料金を精算し、請求書を送付いたします。

再試験等を実施した場合は概算費用に料金が加算される場
合がございます。

請求書到着後翌月末日までに、指定の口座に試験費用の
振り込みをお願いいたします。

試験結果の報告
（電話・メール等）

試験結果を電話・メール等で簡潔に報告させていただきます。

必要に応じて試験証明書のドラフト版を正式版の前にお送り
し、内容等に不備がないかお客様に確認していただきます。

試試験験申申込込・・試試験験証証明明書書発発行行のの一一般般的的手手順順

お客様／RIME

お客様／RIME

お客様

RIME

RIME

RIME

RIME

お客様

試験受付通知書の送付
（メール／FAX）

試験開始予定日、試験終了予定日、試験料金（概算額）等
の情報を記載した試験受付通知書を送付いたします。

RIME

２－１ 概要 

 製品安全評価センターは、国際的な第三者試験機関として船用品、艤装品その他製品（以下「船用品、

艤装品等」という。）に関わる試験研究を実施することにより、船用品、艤装品等の品質向上、ひいては海

事産業の発展に寄与しています。 

 試験研究事業は、「依頼試験・施設利用試験」、「調査研究」及び「技術支援」に区分され、第三者試験機

関としての中立・公正性の確保、成果物の品質の維持・向上、かつ、顧客のニーズへ対応するために、国

際規格「ISO/IEC 17025（試験所及び校正機関の能力に関する一般要求事項）」に沿った事業運営に努めて

います。 

 

２－２ 依頼試験・施設利用試験 

〔依頼試験〕 

 船用品、艤装品等について、船舶安全法、 

IMO 基準、ISO 規格、JIS 規格、船級協会規則等

に基づく試験を実施し、各国の主管庁や船級協

会等に活用される国際的に通用する試験成績書

を発行しています。 

 国土交通省から SOLAS 条約 FTP コードに適合

する我が国唯一の試験所として認定されている

ほか、ISO/IEC 17025（試験所の能力等を定めた

国際規格）に基づく試験所認定や MED（欧州舶用

機器指令）の定める試験が実施できる試験所と

しての認定を取得・維持することにより、国際的

な第三者試験機関としての中立性・公正性・信頼

性を担保しています。 

 

〔施設利用試験〕 

 船用品、艤装品等の改善・開発に係る社内試験、

各種基準・規格への適合性確認試験等にあたっ

て、所要の試験設備・装置、計測機器等を提供す

るとともに、試験方法等の技術的な助言・支援を

行っています。 

 試験に使用される試験設備・装置、計測機器等

について、定期的な点検・整備・校正により性能・

精度の維持を図るとともに、適用基準・規格の改

定に対応して適宜改修・更新を行っています。 

 

〔試験の種類〕 

 製品安全評価センターで実施する試験は、次のような種類に区分されます。 

 各試験は、試験の仕様・形態・規模に対応した試験設備・装置等を用いるとともに、それぞれの試験に

合致する基準・規格に則って行われます。
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２ 試験研究事業 

GMDSS※検査機器の性能試験、 

化学・環境汚染防止試験、材料試験等 

※ Global Maritime Distress and Safety System

（全世界的な海上遭難・安全システム）

イミュニティ試験 〔外部からの妨害波等による

機器の耐性を試験〕・エミッション試験 〔機器

から放射される妨害波の大きさ等を計測〕

《電波暗室、各種イミュニティ試験装置、

雷サージ試験機等》

耐圧防爆試験（爆発強度試験、爆発引火試験）、

本質安全防爆試験 

《防爆試験装置、重錘落下試験装置、 

本質安全火花点火試験装置等》

〔注．《 》内は、試験に用いられる試験設備・装置等〕 

〔試験実績〕 

 依頼試験・施設利用試験の実施実績は、時々の社会・経済情勢、製品に関わる技術基準・規格の変更、

新製品の開発動向等種々の要因によって増減しますが、2002～2021 年度の平均実施件数は 894 件です。 

 試験種類別の実施件数の割合（2002～2021 年度平均）は、船用品試験：6.5％、防火・防爆試験：22.3％、 

振動・衝撃試験：16.2％、容器等試験（※1）：24.3％、その他試験（※2）（30.7％）となっています。 

※1 プラスチック材質の影響評価試験（ガソリン等の危険物が輸送容器のプラスチック材質に及ぼす

影響を調べる試験）を含む 

※2 IP 試験、温・湿度試験、EMC 試験、材料試験、光学試験等

電気機器の防爆試験 ＥＭＣ試験（電磁両立性試験）

その他
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２－３ 調査研究 

 IMO（国際海事機関）、ISO（国際標準化機構）等で審議される船用品、艤装品等に関する技術基準・規格、

試験方法に関する基準等に関する情報収集を行うとともに、こうした基準・規格等の改正や変更に伴い 

必要となる対応策等について関係団体等と連携して調査研究を実施しています。 

 

 IMO MSC 74〔2001 年〕において FSA(Formal Safety Assessment)ガイドラインが承認されたことを受け

て、「船舶の総合的安全性評価に関する調査研究〔2003 年度〕」を実施するとともに、船舶の救命設備・ 

システムに関わる次のような調査研究を複数年にわたって系統的に実施しました。 

○ 次世代救命システムに関する調査研究〔2003～2004 年度〕 

○ 次世代救命システム基準の作成に関する調査研究〔2005～2006 年度〕 

○ 救命設備の総合的性能基準に関する調査研究〔2007～2009 年度〕 

○ 船舶の救命設備に係る基準に関する調査研究〔2010～2014 年度〕 

 

 2010 年 SOLAS 条約 FTP コードの改正に対応して、「船舶の防火に関する調査研究〔2005～2009 年度〕」

を実施し、IMO FP（防火小委員会）での基準改正議論に貢献しました。 

 SOLAS 条約第Ⅲ章、LSA コード、試験基準等の全面改正に対応して、型式承認基準の見直しに関する調査

研究〔2007～2011 年度〕を行い、その成果物として型式承認基準原案を作成しました。 

 IMO MEPC での海洋汚染防止に関わる議論に関連して、以下の調査研究を実施しました。 

○ 有機スズ系防汚塗料の使用規制に関る調査研究〔2003 年度〕 

○ 船舶から発生する有毒揮発性ガスによる複合汚染の低減に関する研究〔2004 年度〕 

○ 温室効果ガス(GHG)の船舶からの排出算定基準の作成に関する調査研究〔2005～2007 年度〕 

 

 2013 年以降、IMO における救命設備や防火設備に関する基準改正が一段落したことを反映して IMO 関連

の調査研究が減少しましたが、関係団体から以下のような調査研究を受託しました。 

○ 諸外国の個人用浮遊具に関する調査研究〔2013～2014 年度〕 

○ 津波対策用救命胴衣の技術基準の開発調査研究〔2013～2014 年度〕 

○ 小型船舶用救命胴衣の安全に係る性能評価に関する試験〔2016 年度〕 

○ 各国船用品の品質比較調査研究〔2016 年度〕 

○ 極海航行船コードに関連する救命設備の性能基準等の調査〔2016～2017 年度〕 

○ 海外製ライフジャケットの基準と認証制度に関する調査研究〔2017 年度〕 

○ 作業用救命胴衣の開発に係る性能試験〔2018 年度〕 

○ SOLAS 型救命胴衣に復正の再現性に関する研究〔2019～2020 年度〕 

 

２－４ 技術支援（国際会議・国内委員会等への出席） 

 IMO、ISO 等の国際会議や国内の各種委員会等に技術専門家として出席し、舶用品、艤装品等の技術基準・

規格の制定、改正について技術的な助言・支援を行っています。 

 

（６－１「主な調査研究・国際会議出席・試験設備・試験所認定・広報等」を参照） 
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